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１.　Terzaghiによるトンネル地圧式

今、天端高の土圧影響幅Bは次式で求められる。

B=2× ｂ/2+Ｈｔ・tan（45゜-φ/2） 式-1

図-1　テルツァーギのトンネル地圧概念図

Pｖ= 1－exp ×H

＋ ｑ・exp ×H 式-2

ここで

α＝ － ， β＝ と置くと

∴　　　Pv＝ －α・β・ ＋ｑ・ exp(H/α） 式-3

Ph＝　 （γｘ+Ｐｖ）・ 式-4

ただし、 ｂ：トンネルの幅 Kh：側圧係数，Kh=Ph／Pv

Ht：トンネルの高さ ｑ：上載荷重

H：土被り γ：地山の単位体積重量

Pv：トンネル天端にかかる鉛直地圧 C：地山の粘着力

Ph：トンネルの側壁にかかる側圧 φ：地山の内部摩擦角
ｘ：トンネルの天端からの鉛直下方距離

図-1に示すように、トンネルの幅をｂ、高さをＨｔとすると、土被りＨの位置における鉛直地圧Ｐｖおよび側圧Phは
次式で与えられる。

（1-sinφ）／（1+sinφ）

1-exp(H/α)
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